
置上田市役所(固@4100)

(悶@4100)

・市政提言電話(固⑮2539)
阻市政提言FAX(困@5111)

・市長への電子メール
mayor@city.ueda.nagano.jp 

幽インターネット上田市のホームページ

URL http://www.city.ueda.nagano.jp/ 

国園田」

ーーー」

ーーー」

量データ (10月 1日現在)

人口 122，579人(+47) 
男 60，206人(+27) 
女 62，373人(+20) 

世帯 43，873 ( + 27) 
外国人登録者数 2，667人(-29) 

男 1，482人(-15) 
女 1，185人(-14) 

平成10年
[1998] 
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自
然
豊
か
な
塩
田
平
の
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
走
る
「
第
ロ
回
上
田
古
戦
場

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
』
が
、
日
月
日
日
の
体
育
の
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
マ
ラ
ソ
ン
の
部
は
、

一
般
男
子
山
初
、

一
般
女
子
山
初
、
一
般
男
子

5
M
、
一
般
女
子

5
M
M
、

ω歳
以
上

5
M
、
一
般

3
M
、
小
学
生
男
子

3
M
、

小
学
生
女
子

3
M
の
8
種
目
。
ま
た
、
新
た
に
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
の
部

(
3
M
M
、

6
M
)
が
、
設
け
ら
れ
、
親
子
連
れ
の
参
加
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

約

q
5
0
人
の
参
加
者
は
、
長
野
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ゴ

l
ル
を
目
指
し
て
、

思
い
思
い
の
ぺ

l
ス
で
、
走
っ
て
い
ま
し
た
。

司五劇r1集長i込路事l毒事制施話鍋周年春義弘ゑ事穿

子
ど
も
た
ち
も
、
元
気
に
力
走
/

「
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
」
に
は
、

多
数
参
加

親
子
連
れ
が



時代小説を広く大衆化させた直木賞作家・池波正太

郎氏 0923"'-'1990)は、信州の風土をこよなく愛され

ました。また、作家活動においては、真田家の歴史に

深い関心を抱き、これにスポットを当てた数多くの作

品を発表しています。そして、名将真田氏の活躍をテー

マにした『真田太平記』は、この一連の「真因物」の

集大成にあたる作品で、昭和49年から57年にかけて 9

年の歳月を費やし、週刊誌に連載された長編大河小説

で、すO

11月23日、真田氏の城下町であった上田に『池波正

太郎真田太平記館』が開館します。今なお、多くの

ファンを魅了し続ける作家・故池波正太郎氏と、上田

も舞台として多くの場面に登場する「真田太平記」の

魅力を紹介します。

開
館
を
記
念
し
て
日
月
幻

H
S
初
日
は
無
料
開
放

シアター
以前は、商庖が使用してい

た蔵を改修した、シアター空

間。上田城をめぐる真田と徳

川軍との合戦のありさまを、

切り絵を使ってドラマティッ

クに再現します。

、司

交流サロン & 

喫茶・読書・グッズ U 

販売・池波正太郎作品

の販売など

ギャラリー
風間完画伯の

「真田太平記」挿し絵

の原画を展示。

利用案内

よ田市中央 3 ~ 7-3 [原町]

(回⑫710 0 .'開館後使用可能)

午前10時~午後6時

毎週水曜日(ただし祝Bの場合は翌日〉、

祝民の翌日、年来年始(12月2918"'1月3日)
ー 般 …300円 (250円)

高校・大学生…200円 (150円)

小・中学生… 100円 (80内)

※ヂ，( )内は20人以よの団体料金

瞳駐車場周辺の有料駐車場等をご利用ください。

所

直観覧料

.場

橿開館時間

・休館日

と
き
/
日
月
幻
日
制
(
)
来
年
1
月
口
日
制

と
こ
ろ
/
池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
内

-
開
館
特
別
企
画
展

池
波
正
太
郎
自
筆
画
展

尼丁 剣
客

よ}商
り よ 去み宛

島=

-
開
館
協
賛
展

(
主
催
・
・
・
上
田
商
工
会
議
所
)

真
田
太
平
記
の
舞
台

『
戦
国
時
代
の
城
と
合
戦
絵
図
展
』

[2J 

l問い合わせ街区振興課(回附
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とき/
11月23日(月)
~11月 29 日(日)
午前9時~午後5時

ところ/
上田商工会議所
(固⑫4500)

真田太平記
コーナー

「真田太平記」は、

真田一族の知謀と軍略

のドラマとして真田昌

幸築城の地である上田

にとっては、記念碑的な作品であるといえます。真

田太平記の魅力を、登場人物や、作者の資料、地形

模型などでわかりやすく紹介します。

池波正太郎氏のコーナー
池波正太郎氏の生活風景、代表的な作品の世界、

上田と池波氏とのつながりなどを写真やグラフィッ

クパネル、遺愛品、 書簡などで紹介します。

-
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

(
主
催
・
・
・
上
田
市
中
央
通
り
商
庖
街
振
興
組
合
)

秋
ま
つ
り
屋
台
村

と
き
/
日
月
幻
日
午
前

9
時
初
分

t
午
後
3
時

と
こ
ろ
/
上
田
パ
ー
キ
ン
グ

(
原
町
・
池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
南
側
)

ナコ
と
E
白
洞

宗同忍
の
公

忍

ス
テ
ー
ジ
(
郷
土
芸
能
、
中
沢
堅
司
さ
ん

(zb)
の
コ
ン
サ
ー
ト
ほ
か
)

食
の
屋
台
(
そ
ば
の
実
演
販
売
、
地
元
の
酒
の
販
売
)

文
化
の
屋
台
(
骨
と
う
市
、
郵
便
局
臨
時
出
張
所
「
真
田
幸

村
の
ふ
る
さ
と
」
ス
タ
ン
プ
集
の
販
売
、

開
館
記
念
エ
コ
ー
は
が
き
販
売
ほ
か
)

池
波
氏
の
作
品
の
多
く
に
登
場
す
る
い
わ
ゆ
る

「
草
の
者
」
(
忍
者
)
の
世
界
を
、
た
の
し
く
体

験
で
き
ま
す
。

.池波正太郎氏
プロフィール
大正 12年 (1923)、東京

浅草生まれ。下谷区役所

-目黒税務事務所など勤

務の後、昭和30年に作家

生活に入る O 新国劇の舞

台てい多くの作品を発表。

「錯乱」によリ昭和35年

第43回直木賞を受賞。

「鬼平犯科帳」などによ

リ昭和52年第 11回吉川英

治文学賞を受賞。昭和63
年には菊池寛賞を受賞。

平成 2年 (1990) 5月3

日急逝O 享年67歳。

)の初版本

池波正太郎氏

」
の
挿
し
絵

る
上
田
城
』
(
風
間
完
画
伯
作
)

10.11. 7 [3J 



日部課長体験して
いただきました〆

市民のかたに市の仕事を体験していただき、市政

への関心を高めていただくため、『一日部課長』体

験を9月28日(月)に行いました。

体験していただいたのは、生活環境課長、環境業

務課長、健康推進課長、福祉課長、保育課長、消防

部長、水道局長、文化課長の8部課長。公募により

応募された8人の皆さんは、平尾市長から辞令の交

付を受け、市の組織・総合計画などの概略の説明を

受けた後、それぞれの部課で体験を行いました。ま

た体験後にも、市長との懇談が行われました。

参加していただいた皆さんの、主な体験内容と感

想、を紹介します。

なお市では、『一日部課長』体験を、年に 2回実

施してL¥く予定です。じ>秘書課(圃⑫3435)

さん

一日生活環境課長

荒井かぎ子
(下郷)

主
な
内
容
:
・
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
運
動
関
連

な
ど
の
決
裁
。
家
庭
排
水
浄
化
セ
ン

タ
ー
視
察
。

主な内容・・・苦情処理の対応の決裁。

ごみ減量アドバイザー

会議に出席。 クリーン

センタ一視察。

大変貴重な体験を楽しくさせていただきましたO 市民の

生活を安全に過ごさせるための事務内容の多さに驚くとと

もに、苦情処理の対応の大切なことなど、市民として考え

させられた一日でしたO 家庭排水浄化センターを見学させ

ていただきましたO 雑排水は業者が 1年に何度か取りに来

てくれますが、どのように処理しているのか気にもかけて

おりませんでしたO センター内での仕事は、臭い、その他

庁舎内の事務内容とは違い、大変な作業です。

さん

一日環境業務課長

田中恵子

聞
く
と
見
る
と
で
は
大
違
い

。
と
に
か
く
上
回
周
辺
地
区
か
ら
出
る
ご
み
の

山
に
は
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
ご
み
を
出
す
側
と
し

て
の
責
任
を
も
っ
と
感
じ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
や
は
り
ご
み
を
減
ら
す
努

力
や
出
し
方
の
モ
ラ
ル
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
行
政
か
ら
も
エ
コ
ス
ト

ア
の
条
件
を
も
っ
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
形
だ
け
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
だ
け
で
は
手

ぬ
る
い
の
で
、
ご
み
を
売
ら
な
い
努
力
、
買
わ
な
い
努
力
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
大

き
く
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

l 
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一
日
保
育
課
長

原

久

子

10.11.1 

さ
ん

(
保
野
)

主な内容・ー南部保育園の視察。神川地区複合福

祉施設(デイサービスセンタ-・児

童センター〉視察。

(仁古田)

保育課の事業内容をわかりやすく説明してくださり、

それぞれの職場でじゅうぶん力を発揮されている様子が

わかりましたO 南部保育園にある子育て支援センタ一、

私にとって興味がありましたので、とても参考になりま

した。

時代の要望にそった一時保育、親子ふれあいや遊び

に関しての指導、子育て相談等、今子育てをしている

おかあさんを助けて指導してL、かれている点に賛同しま

したO 児童センターについては、神川の子どもたちは、

このすばらしい施設をもっと多く利用してほしいと思い

ましたO デイサービスセンターといっしょの建物で長期.

休みには、お年寄りといっしょに過ごすことができ、や

さしさも心の中に出てくる気がします。上田市で自慢し

てよいセンターであるとd思いましたO



主な内容・・・特別養護老人ホーム「室賀の皇j

視察。母子寮視察。

さん

一日福祉課長

深草秀幸
(材木町)

一
日
健
康
推
進
課
長

横

沢

孝

子

さ
ん

市民の健康について、妊娠から出産、そして乳幼児健診、成人病予防、

検診、高齢者に対する介護、訪問指導等いろいろな分野で努力していた

だいていることが良くわかりましたO 特に平成12年 4月から始まる介護

保険制度については高齢者の実態調査なども進んでいるようですが、介

護保険とは何かをもっと市民に知ってもらうことも大切ではないでしょ

うか。また、私たち市民も勉強し介護保険事業が円滑に進められるよう

協力することが必要と思いました。

(
常
磐
町
)

主
な
内
容
:
・
介
護
保
険
制
度
等
に
つ
い
て

の
説
明
。

O
T
(
理
学
療
法

士
〉
訪
問
指
導
の
現
場
視
察
。

塩
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

視
察
。

皆さんの働いている机の上の書類、関係

書の多さにびっくりしました。この膨大な

量の中に我々が日常どこかで関係し、接し

ている場面があると思うと驚嘆し、真剣に

ならないわけにはいかないのだなあと感じ

ましたO さまざまな書類上にある押印には、

福祉行政の生命線を感じえました。

あなたの市政に対する

建設的なご意見・ご提案を

お聞かせください
にこにこさんきゅう

岡市政提言電話(岡1@2539)

.市政提言 FAX(国@51 1 1) 

・市長への電子メール

(mayor@city.ueda.nagano.jp ) 

闇市長と語る日 (11月は25日(水)に開催し

ます。 10ページをご覧くださ l¥) 

国市長への手紙(設置場所…市役所口ピ

一 豊殿支所、塩田支所、)11西支所¥

相染閤¥高齢者福祉セ ンター¥働く婦

人の家、勤労青少年ホーム¥中央公民

館、西部公民館、城南公民館、上野が

丘公民館、塩田公民館、 川西公民館、

市立図書館、アクアプラザ上回、上回

創造館〉

主
な
内
容
・
・
・
指
定
工
事
庖
の
指
定
な
ど
決
裁
。

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
、
新
屋
取
入

口
、
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
施

設
視
察
。

さん子

長一

i

局
一
企
艮

首一別
一
島
版

↓
一
矢
繍

主
な
内
容
:
・
文
化
施
設

(
文
化

会
館
)
視
察
。
太

田
法
楽
寺
遺
跡
発

掘
調
査
現
場
視
察
。

国
分
寺
資
料
館
、

国
八
刀
寺
史
跡
公
園

視
察
。

水
道
事
業
は
、
国
の
三
省
に
ま
た
が
る
縦
割
り
行
政
の
中
で
、

私
た
ち
の
知
ら
な
い
部
分
で
の
ご
苦
労
が
い
か
に
多
い
か
を
知
り

ま
し
た

。
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
あ
ま
り
に
も
当
た
り
前
に
水
が
出
る

生
活
の
中
で
、
感
謝
を
忘
れ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す

。
大
正

ロ
年
創
業
以
来
、
全
国
で
も
降
水
量
が
少
な
い
地
域
で
あ
り
な
が

ら
、
水
不
足
の
た
め
の
断
水
は
一
度
も
な
い
と
の
お
話
に
職
員
の

か
た
が
た
の
努
力
と
と
も
に
周
り
の
市
町
村
の
お
か
げ
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
き
、
私
た
ち
も
下
流
の
住
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い

生
活
を
心
が
け
る
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

一
日
文
化
課
長

市
長
へ
の
手
紙

.. 
;.!<<:r'， 

.. . 

ヘ、いま包'つ〈る

私田章見

市長への手紙
UUrfi!ム 巾民oI1H訴と掛銅によるr掛か

れた巾政 ~lI lftLていtすa 、
:1ドH，*，!に向か司てよりよ←..づくりをJ!lI が

めるために、 11 ニ"~似たが ~iに吋して癒して F 

いる二とや縫む二ιaた考えているζとはど i 
かありましたら、この f・RにA'司r，m嘗せくだ

さい あ窓た'"・aXf:1:i柿色しています

p 問t合唱せlt-僧咽剛開閉剛嗣ーー哩

I UUrliJ砂句 ..俗，lHtt、
'歌 人 j ドl占 I司り B

温'汚 ::'1

さん(朝日ケ丘)

一般市民にとって直接かかわりのない文化課長を経験させていただき

ました。改めて上田市が管理している文化財が多くあり、その維持管理

の難しさを知る貴重な体験でした。歴史を知る上で遠く古代までさかの

ぼって研究していく面での根気のいる仕事、多 くの市民が理解と感心を

示すための情報提供をどのように進めていくかが最大の課題だとつくづ

く思いましたO 発掘現場の地道な作業に真剣な眼差しで取り組んでいる

姿は実に感動的で強く印象に残りました。

70.77. 7 

昭夫平井
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先:

静寂の中に荘厳な小泉大日堂

風情のある木橋「醤油久保橋」。

(現在は通行止めになっている)

小
泉
は
世
帯
数
約

5
0
0
、
川
西
地
区
で
最

も
大
き
い
自
治
会
で
す
。
浦
野
川
左
岸
の
城
山

山
麓
を
日
向
小
泉
、
右
岸
の
旧
保
福
寺
道
(
松

本
街
道
)
沿
い
の
街
村
を
町
小
泉
ど
呼
ん
で
い

ま
す
。
江
戸
時
代
初
期
頃
に
整
備
さ
れ
た
保
福

寺
道
は
古
代
の
東
山
道
の
道
筋
ど
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
小
泉
は
古
く
か
ら
人
や
物
が
行

き
交
う
要
地
で
し
た
。

国
道

|
4
3
号
の
古
吉
町
バ
ス
停
か
ら
北
へ

2
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
き
ま
す
と
旧
保
福
寺

道
ど
交
差
す
る
十
字
路
に
出
ま
す
。
町
小
泉
の

静
か
な
家
並
は
そ
の
あ
た
リ
か
ら
西
へ
旧
道
に

沿
っ
て
続
い
て
い
ま
す
。
今
か
ら

3
8
0
年
ほ

ど
昔
、
日
向
小
泉
か
ら
分
か
れ
て
つ
く
ら
れ
た

町
で
す
。

十
字
路
を
さ
ら
に
真
っ
直
ぐ
北
へ

5
0
0
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
行
く
と
浦
野
川
に
架
か
る
日
向
橋
が

あ
リ
ま
す
。
橋
を
渡
リ
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
し

ば
ら
く
歩
き
ま
す
と
醤
油
久
保
橋
が
あ
リ
ま
す
。

醤
油
久
保
は
そ
の
あ
た
リ
の
字
(
あ
ざ
な
)
で

す
が
地
名
の
由
来
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。

[6J 

昭
和
日
年

(
1
9
8
1
)
竣
エ
の
こ
の
橋
は
昔

な
が
ら
の
木
橋
で
長
さ
約

ωメ
ー
ト
ル
、
幅
は

3
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
す
。
頑
丈
に
組
ま
れ
た
橋

脚
に
は
、
増
水
し
た
濁
流
に
打
ち
勝
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
悲
願
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
。
欄
干
や
橋
げ
た
も
浦
野
川
ど
美
し
く

調
和
し
て
、
速
い
昔
の
故
郷
を
思
い
出
さ
せ
て

く
れ
る
よ
う
な
橋
の
た
た
ず
ま
い
で
す
。

橋
の
近
く
に
印
セ
ン
チ
ほ
ど
の
石
の
道
し
る

べ
が
あ
リ
、
右
に
「
日
向
ヲ
へ
テ
室
賀
村
」
左

に
「
半
過
ヲ
へ
テ
塩
尻
村
」
、
そ
し
て
正
面
に

「
大
日
堂

へ
」
ど
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
小
泉
大
日
堂
へ
の
坂
道
を

7
0
0

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
上
る
と
、
高
仙
寺
参
道
が
見
え

て
き
ま
す
。
市
指
定
文
化
財
の
参
道
並
木
に
は

樹
齢

3
0
0
年
を
超
え
る
と
い
う
杉
や
松
が
整

然
ど
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
参
道
か
ら
少
し
行
く
ど
大
日
堂
が
あ
リ

ま
す
。
市
指
定
文
化
財
で
室
町
時
代
前
期
の
創

建
ど
推
定
さ
れ
て
お
リ
、
間
口
、
奥
行
ど
も
約

門
メ
ー
ト
ル
で
国
分
寺
薬
師
堂
に
次
ぐ
雄
大
・

荘
厳
な
お
堂
で
す
。
静
寂
な
境
内
も
心
を
打
ち

ま

す

。

(

平

野

勝

重

)
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明日のあなたを考えて…

隼金はあなたが主人公です

問い合わせ・国保年金課国民年金係(困1364・1365) 

259 :障害年金の請求手続き

260 :年金受給者が死亡したら

261:保険料の納付方法

262 :保険料の免除制度

255: 60歳からの任意加入

256 :海外に住むことになったら

257 :年金加入者が死亡したら

258 :国民年金の請求手続き

251 : 20歳になったら(新規加入)

252 :会社などに就職したら

253 :会社などを退職したら

254:サラリーマンの配偶者の手続き

テレホンガイドうえだ
関連情報(固⑧8888)

-a-m歳
に
な
る
と
、
み
ん
な
が
国
民
年

同
@
岡

U

.

.

.
 
金
に
加
入
す
る
と
聞
き
ま
し
た
が
本
当

で
す
か
?

.

.

.
 
国
民
年
金
は
¥
初
歳
以
上
印
歳
未
満

.

.

.
 の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
年
金
制
度
で
す
。

国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
種
類
は

3
種
類
あ

り
¥
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
も
制
度
上

は
第

2
号
被
保
険
者
と
し
て
、
国
民
年
金
の
被

保
険
者
に
含
ま
れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第 1号被保険者
農林漁業・自営業・自由業

などの人とその配偶者およ

び学生

一 ~ヘ¥自営業

だ交、

ごGう

250 :国民年金のしくみ

i 
サラリーマン

第 2号被保険者
厚生年金または共済組合に

加入しているかた

-a・
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

-e
山
圃E--納

付
す
る
の
で
す
か
?

.

.

.
 
国
民
年
金
は
¥
原
則
と
し
て
加
歳
か

.

.

.
 
ら
印
歳
ま
で
の

ω年
間
保
険
料
を
納
め

た
と
き
に
¥
的
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
取
れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
間
に
¥
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
た

期
間
が
あ
る
場
合
に
は
¥
こ
の
期
間
も
通
算
さ

れ
ま
す
。

-a・
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
何
か
必

g
阿国E-・

要
な
条
件
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
?

.

.

.
 老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
¥

.

.

.
 
保
険
料
を
納
付
し
た
期
問
、
保
険
料
免

除
期
問
、
そ
の
他
合
算
対
象
期
間
を
合
計
し
て
¥

最
低
お
年

(
3
0
0
月
)
あ
る
こ
と
が
条
件
に

な
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
は
、
障
害
の
状
態
に
な
っ
た

と
き
に
¥

一
定
以
上
の
保
険
料
を
納
付
し
た
期

間
(
免
除
期
間
を
含
む
)
が
な
い
と
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
や
国
民
年
金

の
届
出
を
忘
れ
ま
す
と
¥
年
金
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い

0

・

a・
保
険
料
を
あ
ま
り
納
め
な
い
ま
ま
刊

圃
@
阿
川
副E--歳

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
か
ら

納
め
始
め
て
も
、
印
歳
ま
で
に
お
年
納
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
も
う
年
金
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
か
?

.

.

.
 
国
民
年
金
は
¥
印
歳
ま
で
に
年
金
の

.

.

.
 
受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い
人
の
た

め
に
¥
印
歳
か
ら
印
歳
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
任
意
加
入
制
度
を
利
用

し
て
¥
保
険
料
を
納
め
て
い
け
ば
だ
い
じ
よ
う

ぶ
で
す
。

い
つ
ま
で

-保険料免除の種類

-所得の少ないかたや、

申 病気・けがなどで経済

請 的にお困リのかた

免 -納付することが困難な

除 特別の理由があるかた

など

』寸A -学生の保険料は、親が

生
負担することになリま

すので、特別な措置が

特 取られています。

思リ -親ど同居か別居か、手ム

免
立か公立かなどで親の

所得の基準額が定めら

除 れています。

-a・
年
金
保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
の
で

圃
・
』
園
川
町
凶

E
-・
す
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
?

.

.

.
 
国
民
年
金
に
は
¥
経
済
的
な
理
由
な

.

.

.
 
ど
か
ら
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き

は
¥
保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
免
除
制
度
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
に

は
¥
市
役
所
か
支
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

-a・
国
民
年
金
の
種
類
は
、
ど
の
よ
う
な

-e閉
山

E
-・
も
の
が
あ
り
ま
す
か
?

-
圃
・
国
民
年
金
に
は
、
老
齢
基
礎
年
金
、

.

.

.
 
障
害
基
礎
年
金
お
よ
び
遺
族
基
礎
年
金

の
3
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
他
に
第

1
号
被

保
険
者
に
は
¥
独
自
な
給
付
と
し
て
付
加
年
金
、

寡
婦
年
金
¥
死
亡

一
時
金
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
¥
す
べ
て
の
年
金
は
¥
受
給
で
き
る
資

格
が
あ
っ
て
も
本
人
の
請
求
が
な
け
れ
ば
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

た
い
せ
つ
な
年
金
で
す
か
ら
¥

し
て
く
だ
さ
い
。

必
す
請
求
を

年金の請求先

固，，-..， T厚生

田@(4V市役所保年金国 年金民園02 年金

6 など 1 だ
o 1* (t 
o ~ Iこ

0 加も
困 加
1課入

8O 入し
3 し
6 

てL、I、..../
て 4 
L 、 た
fこ 3 か
か 6 た
fこ 5 
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日
月
9
日は、

1
1
9番
の
日

昭
和
位
年
に
住
民
の
皆
さ
ん
に

1
1
9
番
の
利
用
の
し
か
た
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
¥
什
月

9
日
を
「

1
1
9

番
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

1
1
9
番
は
¥
火
災
や
救
急
車
の
要
請
を
す
る
た
め
の
大
切
な
電
話
で
す
。
正
し
く
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

火
災
の
問
い
合
わ
せ
や
病
院
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
に
は

¥
1
1
9
番
を
使
用
し
な
い
で
固
③

0
1
1
9
へ
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。

※
病
院
の
診
察
状
況
の
問
い
合
わ
せ
は
¥

消
防
本
部

(固
⑫

0
1
1
9
)
ま
た
は
上
田
南
部
消
防
署
(固
⑮

0
1
1
9
)ま
で
ど
う
ぞ

0

.
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
う
え
だ
関

連

情

報

圃
③
8
8
8
8
コ
ー
ド
仇
1
1
3

1 1 9番は、あわてずに/
1 1 9番のかけ方

-火災の場合

通報の際の留意事項 通報内容

あわてず、 ;各ち着いて 「火事です」

まぎらわしい町名があるので、住所 (00町00丁目00番地)をは っきりと 、 また目標

住所・町名をは っきりと 物 (公民館 ・大きな庖や工場など)も言ってください。

燃えているものを具体的に
「家が燃えています (住宅 ・アパート ・工場など)J

建物かまたは自動車や山林かなどを言ってくださ L、。

その他、逃げ遅れがある場合 逃げ遅れた人がいるのか?またケガ人がいるのか?を言つ

は、その内容を付け加える てください。

自分の名前、電話番号 最後に自分の名前、電話番号をはっきりと言ってください。|

.救急の場合

通報の際の留意事項 通報内容

あわてず、落ち着いて 「救急です」

まぎらわしい町名があるので
住所 (00町00丁目00番地)をはっきりと、また交通

住所 ・町名をはっきりと
事故などの場合は、付近の目標物 (公民館 ・大きな庖 ・工

場など)も言ってください

急病の場合は、頭が痛いのか?急に倒れたのかなど。意識

カYあるのかも5産言忍してくださ~ ¥0 

救急の内容を分かる
交通事故の場合は、どんな事故なのか自動車どうしの

範囲で説明
事故や歩行者がはねられたのかなど)

ケガ人の人数や挟まれて動けないかどうか。意識の有無、け

がの程度(出血や打撲など)を分かる範囲で言って ください。

ケガ人の場合は、転んだのか、高いところから転落したのかなどを言ってください。

自分の名前・電話番号 最後に自分の名前、電話番号をはっきりと言ってください。

※いざという時のために消火器の使い方や応急手当の講習を受けまし ょう。

119番着信状況(平成10年は 9月30日現在).平成 9年・ 10年

※その他には、風水害・まちがい ・試験などがあります。

-・・・・・・・・ E ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

秋の火災予防運動 ~11月 9 日から同15 日まで~

.上田市の火災概要

出火原因順位

2位 3位

放火・ 放火の疑い | 焼却炉

放火・ 放火の疑い | 火遊び

ガスコンロ等 | 焼却炉

ガスコンロ等 |電気コー ド

※平成10年は9月30日現在

1位

たき火

たき火

たき火

たき火

年
一7
一
8
一
9
一叩

11月9日(月)午前9時30分か ら、 市役所

において、上田市 ・長野県消防防災航空

隊・ 消防署・ 消防団等の合同によ る火災

想定訓練が行われます。

マ問い合わせ 消防本部予防課 (圃⑫ O

029) 

[8J 70.11. 7 

100件

平成
7年

平成
10年

平成
9年

平成
8年

50件

、M1#

も
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山
会
点
検
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したO「すてき」見つけま上田の

理
容
コ
ヤ
マ

(
新
町

2
1
0
)

第6回上田市都市景観賞に、このほど 「上田でんき館」、

「柳屋建設株)社屋および外構J、「理容コヤマ」、さらに活

動団体として、あやめの植栽・管理を行っている豊殿地

区の 「あやめの里づくり」が選ばれました。活動団体が

受賞するのは、今回が初めてです。

都市景観賞は、まちづくりに貢献している建物、工作

物、生垣、活動団体などを表彰しようと、平成4年に創

設したものです。今回の応募・推薦件数は、 30件。上田

市景観審議会の審議を経て次の4件に決まり、 10月27日、

上田市文化会館で行った景観づくり講演会の席上、施主、

設計者、施工者および活動団体を表彰しました。 施主/小山正芳さん

設計者/設計室和真・安藤造園

施工者/竹内工務庖・安藤造園

選定理由/とかく庖舗の場合、建物や広告物は、目立つ

ことのみを考えたデザインや色彩が多い中、落ち着いた

色彩を用いて、看板も目立たないものを使用している O

理容庄でありながら、理容を前面に出さず、山並みや田

園風景など周辺の景観と調和している O また、豊富な植

栽が美しL、。

あ
や
め
の
里
づ
く
り

(
豊
殿
地
区
)

上
田
で
ん
き
館

(
中
央

1
ー
6
ーリ)施主/上田でんき館

設計者/アトリエTRY-ANGLE
施工者/柳屋建設株)

選定理由/意外性のあるざん新なデザインに驚くと同時

に、品格も備わっている O 低調傾向にある映画人気を復

活させる希望を漂わせている O また、錆びた鉄をアクセ

ントに使ったり、以前使用していた照明器具を再利用す

るなど、時の流れが前面に出ていて、かえって新しさを

感じさせる O 活動団体/

豊殿地区あやめの里づくり実行委員会

選定理由/ほ場整備がほぼ完了した平成4年から 5年計

画で、各自治会が幹線道路沿いなどに 「あやめ」を植栽

し、田園地帯の景観形成を図ってきた。自然環境豊かな

里づくりのため、地区住民が施肥、除草、植え替えなど

のボランティア作業により、連帯感を深めている。また、

5月には多くの市民が参加してウオークラリーを実施し

ている O

「ふるさと上田の風景」
写真・絵画展を開催

この写真・絵画展では、上回の景観と花と緑による

まちづくりを紹介します。写真は市民から募集した作

品、絵画は小学6年生の描いた作品を展示します。

bとき 11月19日(木)，，-，同23日(月)午前9時~午後5時

マところ 中央公民館展示室 じ>問い合わせ景観

建築課 (固⑫ 5430)

柳
屋
建
設
側
社
屋

お
よ
び
外
構

(
中
央

2
ー
リ
|
行
)一一一

J

一

刊誌ミトkメ¥ てミゴ
『えと¥トミミ毛ト牛 、¥、、 ー

¥¥¥二、合イミミh

語

施主/柳屋建設株)

設計者/環建築アトリエ株)・持田造園(有)

施工者/柳屋建設(株)・持田造園(骨

選定理由/新築された社屋と植栽された木々が、ほどよ

く調和している O 私企業の努力で市街地に 「緑のオアシ

ス」を創出し、往来する人びとに潤いを与えている O 憩

いの場として市民に開放している点は、今までにない新

しい試みである O 新しい上回の街づくりへのメッセージ

であると言えるのではないか。

70.71. 1 [9J 



雇用促進盆宰の
λ居条件の緩荷

平成11年 1月4日以降の借受申請書を提出されるかたについて入居条件の緩和をします0

.上田宿舎(中央北3-3 -23) 

単身労働者のかたも入居可能

マ戸数 20戸 (2K : 6畳¥4畳半¥キッチン¥パス、 トイレ〉 マ家賃

職者は 11200円〉 マ共益費 800円 マ敷金家賃の2か月分

.長池宿舎(上田原 1107-14)
移転就職者以外のかたも申請者を含め 2人以上の同居の親族があれば入居可能

マ戸数 18戸 (30 K : 6畳、 6畳、 4畳半、ダイニング¥キッチン¥パス¥ トイレ〉 マ家賃

37800円〈移転就職者は 31 500円〉 マ共益費 2750円 マ敷金家賃の2か月分

-・・・・・・• 監醤連諸?翠i;IJi顎i蓋唖盤櫨盟聴1m童!轟盟議轟艶轟盤覇鶴藍轟!轟!轟!車購覇

藤顕~盤罷宮融轟器語場韓議22 量ml[þI~ll署:鶴;慨鴫3 噛麟輔麟輔麟繍輯轄輯輯購欝輯鯛

z 
園町

。
調

13400円(移転就

豆

l> 

→ 

。
z 

‘ C 

催し年
末
龍
整
説
明
会
開
催

緩
理
担
当
者
は
出
席
を

上
国
税
務
署
(
圃
⑫
1
2
3
4
)

給
与
の
源
泉
徴
収
の
総
決
算
と
も

い
う
べ
き
年
末
調
整
の
時
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
本
年
も
年
末
調
整

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
経
理
を
担

当
さ
れ
る
か
た
は
税
務
署
か
ら
の
案

内
は
が
き
を
持
参
の
う
え
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。
給
与
支
払
報
告
書
な
ど

年
末
調
整
必
要
書
類
の
配
布
を
し
ま

す
。
な
お
、
駐
車
場
が
狭
い
た
め
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

マ
と
き
日
月
日
日
術
午
前
日
時

i
、
午
後

2
時

i

マ

と

こ

ろ

上

田
市
民
会
館

農
業
所
得
の
記
帳
と
決
算

説
明
会
を
開
穫
し
ま
す

税
務
課
(
固
⑫
5
1
1
5
)

農
業
所
得
標
準
の
簡
素
合
理
化
に

よ
り
、
平
成
印
年
分
以
降
下
記
の
作

問 市役所代表電話

回22-4100
困25-4100

U 
物
を
作
ら
れ
て
い
る
農
家
は
、
農
業

所
得
標
準
を
使
っ
て
農
業
所
得
金
額

を
計
算
す
る
事
が
出
来
な
く
な
り
ま

す
の
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
対

象
農
家
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
と
き
日
月
間
日
叩
午
前
日
時

j
正

午

マ

と

こ

ろ

上

田

創

造

館

.農業所得標準廃止の品目と実施年度

長芋、こんにゃく、本しめ

じ、搾乳牛、乳牛の子、 肥

育牛(和牛) (乳牛)、総合

平成10年
販売野菜(施設)、巨峰等

大粒種(施設)、加工ぶど

う(施設)、力ーネーショ

ン、 トルコギキョウ、その

他の花(施設)

平成11年 小菊、なめこ

平成12年
グラジオラス、えのきだけ、

しL¥ 1;こ11

中
央
公
民
館
(
固
⑫
0
7
6
0
)

マ
と
き
日
月
初
日
働
午
後

1
時

加
分

1
3
時
(
受
け
付
け
は
零
時
日

分

か

ら

)

マ

と

こ

ろ

文

化

会

館

ホ
l
ル

マ

講

演

東

洋

医

学

の

不

思
議
さ
体
験

i
家
庭
で
職
場
で
簡
単

に
で
き
る
ツ
ボ
療
法

i

マ
講
師

き
ゅ
う
す
う
え

健
康
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
郎
淑
恵
さ
ん

あ
な
た
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

前
議
¥
戸
『
3

JE
長
d
会
↑
号
、

E

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
(
個
人
・

グ
ル
ー
プ
)
が
直
接
市
長
と
懇
談
し
、

市
政
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
市
政
運
営
の
参
考
に
す
る

た
め
、
「
市
長
と
語
る
日
」
を
行
い

ま
す
。
懇
談
の
時
間
は
別
分
以
内
で

す
。
懇
談
希
望
者
は
、
あ
ら
か
じ
め

訪
問
時
間
と
懇
談
の
内
容
を
秘
書
課

(
固
⑫
3
4
3
5
)

へ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

マ
と
き

日
月
お
日
制
午
前
9
時

i
正
午
マ
と
こ
ろ
市
長
室

筒
際
交
流
意
見
交
換
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

秘
書
課
(
固
⑫
3
4
3
5
)

現
在
、
市
で
は
国
際
交
流
事
業
と

し
て
、
友
好
交
流
都
市
中
国
・
寧
波

市
と
の
交
流
を
始
め
、
海
外
諸
団
体

の
受
け
入
れ
、
市
在
住
外
国
人
の
か

た
が
た
か
ら
の
相
談
業
務
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん

の
い
っ
そ
う
の
参
加
を
得
な
が
ら
国

際
交
流
を
進
め
る
た
め
、
意
見
交
換

会
を
開
催
し
ま
す
。
団
体
、
個
人
を

問
わ
ず
、
皆
さ
ん
ご
参
/
加
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

日

月

初

日

側

午

後

3

時
1

5
時

マ

と

こ

ろ

上

田

市

民

会
館

2
階
大
会
議
室
マ
申
し
込
み

秘
書
課

[10J 

マ
子
ど
も
服

(
0
1
5
歳
・
女
の

子
用
)
マ
ス
チ
ー
ル
ケ
ー
ス
戸
棚

マ
サ
イ
ド
ボ

l
ド
マ
パ
ソ
コ
ン

用
机
マ
ベ
ヒ

l
ベ
ッ
ド
マ
チ
ャ

イ
ル
ド
カ
l
シ
l
ト
マ
テ
レ
ヒ

マ
カ
ラ
オ
ケ
マ
掃
除
機
マ
洗
濯

機
マ
電
子
レ
ン
ジ
マ
レ
ジ
ス
タ
ー

マ
衣
類
乾
燥
機
マ
老
人
用
三
輪

車
マ
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

(
6

畳
用
)
マ
ソ
フ
ァ
ー
マ
パ
ソ
コ

ン

マ

男

子

・

子

ど

も

ス

l
ツ

(
1
2
0
9

マ
七
・
五
・
三
の
着

物

(
7歳
用
)
マ
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ

(
1
5
5
×
ω
R
)

マ
油
絵
具
・

画
板
・
三
脚
マ
魚
の
水
槽
マ
ス

ト
ー
ブ
ガ
l
ド
マ
ウ
イ
ン
ド
サ
ー

フ
ィ
ン
(
女
性
用
)
マ
応
接
セ
ッ
ト

マ
整
理
棚
マ
双
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー

マ
茶
道
が
ま
マ
河
合
塾
テ
キ
ス

ト
と
本
マ
グ
ラ
ス

一
不
用
品
に
な
っ
た
も
の
、
ほ
-

司

副

司

司

し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一

E
E
'
E
一
生
活
環
境
課
(
内
線
1
3
9
-

因
圏
一
但
入
注
目
崎
jillL

不
用
品
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
登
録
期
間
は

6

か
月
で
す
。

10.77.1 
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マ
電
気
敷
毛
布
(
洗
濯
可
能
)
マ

搾
乳
器
マ
保
護
乳
首
(
ビ
ジ
ョ
ン
)

マ
産
後
バ
ン
ド
マ
学
習
机
マ

ス
キ
l
板

(
1
6
5
m
)

マ
編
み
機

マ
足
踏
み
ミ
シ
ン
マ
流
動
食
取

り
付
け
台
マ
た
る
(
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
)
マ
チ
ェ
ッ
ク
ラ
イ
タ
ー
(小

切
手
用
)
マ
加
湿
器
マ
座
い
す

マ
洋
服
掛
け
マ
ベ
ヒ

l
パ
ス
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.とき 12月4日(金)開演午後6時30分〈開場は午後6時〉

.ところ 上田市文化会館ホール

圃チケット前売り 一般2000円

高校生以下 1000円

・チケッ卜前売り所 琴光堂¥上田市文化会館、上田市

民会館、図書館、博物館¥信濃国分寺資料館、市

内各公民館〈中央・西部・城南・上野が丘・塩田

・川西入文化課

.問い合わせ文化課(固③51 02) 

ln cob.θ 

ミ会際交流員

上田市国際交流員 桜井ミルトン徹さん
秘書課内(固⑫3435)

難
病
医
療
・
生
活
相
談
会

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

上
田
保
健
所
(
固
⑧
7
1
4
8
)

難
病
患
者
・
家
族
の
皆
さ
ん
の
闘

病
生
活
上
の
問
題
を
解
決
し
、
よ
り

明
る
く
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て

い
た
だ
く
た
め
「
難
病
医
療
・
生
活

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
専
門
医

師
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
保
健
婦
が

医
学
的
な
相
談
や
医
療
費
、
年
金
、

福
祉
制
度
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
と
き
日
月
別
日
目
午
後
1
時

i
3時
加
分
(
受
け
付
け
は
正
午

i

午
後

1
時

)

マ

と

こ

ろ

上

田

保

健

所

マ

費

用

無

料

み
上
田
保
健
所

マ
申
し
込

「
消
費
生
活
教
室
」
講
演
会
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い

生
活
環
境
課
(
固
⑫
5
1
2
0
)

金
融
ビ
ッ
グ
パ
ン
を
迎
え
て
、
日

本
経
済
は
大
き
く
変
わ
る
と
言
い
ま

す
が
、
変
化
を
実
感
し
て
い
る
か
た

は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

金
融
ピ
ッ
ク
バ
ン
と
は
い
っ
た
い
ど

ん
な
も
の
で
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と

は
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
く
る
の

で
し
ょ
う
。
大
変
革
期
に
お
け
る
賢

い
家
庭
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
勉

強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

サッカ一、カーニバル、 F-l自動車レースの故アイルト

ン・セナで知られるブラジルは、 20万人の在日日系ブラジ

ル人が.いるにも関わらず、日本人にとってまだまだなじみ

の薄い国であるようです。今回はそのブラジルの文化の一

部であるブラジル音楽について少しお話させていただきま

す。

ブラジルといえばカーニパル、カーニバルといえばサン

バ、陽気な踊りが連想されますが、ブラジルはそれだけで

はなく、バラエティに富む国でもあります。あまり知られ

ていないジャンルですが、歌謡界では有名なボサノバもブ

ラジルが世界に誇る歌謡の一つです。今年40周年を迎える

ボサノバは、日本でも初期からその魅力を定着させてきま

した。

ボサノパは静かな歩調で愛を称え、心を暖かくする独特

のリズムを持ち、または陽気に生活、生命、自然を賛美す

る豊かな歌謡です。日本ではブラジル育ちのボサノバ・シ

ンガー小野リサさんが活躍され、本場ブラジルからもジョ

アン・ジルベルト、マリザ・モンテスなど著名なシンガー

たちが来日することもあります。ボサノバの代表的な歌と

しては、 「イパネマの娘」、などが世界でも有名です。

歌謡分野では他にもMPB (ブラジルポピュラーミュー

ジック)、 MuusicaSertaneja (カントリーミュージック)、

ブラジリアンロック、 MusicaBaiana (バイア州地方のミュー

ジック〉、 M山icaAmazonense (アマゾン地域からのミュー

ジック)などが世界で知られるようになり、文化交流の輪

を広げています。皆さんもくつろぐお時間をもって、ボサ

ノバの魅力に浸ってみてはいかがで、すか。

マ
と
き
日
月
初
日
附
午
後
1
時

i
3時
マ
と
こ
ろ
佐
久
市
役
所

8
階
大
会
議
室
(
佐
久
市
大
字
中
込

3
0
5
6
)

マ
演
題
「
消
費
者

の
視
点
か
ら
見
た
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
」

マ
講
師
長
野
県
貯
蓄
推
進
委
員

会
貯
蓄
生
活
設
計
推
進
員
・
金
井
松

昭

さ

ん

マ

受

講

料

無

料

マ

申

し
込
み
生
活
環
境
課

「
不
登
校
に
つ
い
て
の
講
演
会
」

開
催
し
ま
す

学
校
教
育
課
(
困
⑧
5
1
0
1
)

増
え
続
け
る
不
登
校
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
、
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。
皆

さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
と
き
日
月
6
日
働
午
後
3
時

加
分
i

マ
と
こ
ろ
上
田
創
造
館

みんなで遊ぼう/
わんぱく広場『木の葉であそぼう J
bとき 11 月 12 日(柄午前 9 時30分~11 時ご

ろ bところ 上田城跡公園(本丸〉 じ>対象

未就園児とその保護者じ>持ち物スーパー

のビニール袋 じ>その他雨天の場合は中止

です。天候がはっきりしないときは¥午前8
時20分~9 時に子育て支援センタ-(圃@
3096)にお問い合わせくださ l¥。また¥駐車

場は市民体育館東側駐車場をご利用くださ l¥0 

文
化
ホ
!
ル
マ
講
師
東
京
国
際

学
園
高
等
部
校
長
・
荒
井
裕
司
さ
ん

マ
演
題
「
可
能
性
と
し
て
の
不

登
校
」
:
・
私
の
出
会
っ
て
き
た
不
登

校
の
子
ど
も
達
の
素
顔
か
ら
見
え
る

も
の文

化
講
演
会

上
回
創
造
館
で
開
催

文
化
課
(
固
⑫
5
1
0
2
)

マ
と
き
日
月
日
日
間
午
後

1
時

別
分
1
3時
マ

と

こ

ろ

上

田

創

造
館
文
化
ホ
1
ル

マ

演

題

「

絵

画
を
と
お
し
て
視
る
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ

」

マ

講

師

母

袋

俊

也

さ

ん

(
東
京
造
形
大
学
助
教
授
・
上
田
市

出

身

)

マ

入

場

無

料

マ

主

催

上
小
美
術
会
、
上
田
市
、
上
田
市

教
育
委
員
会

.子育て支援センターからのお知らせ
子育て支援センターでは¥子育て情報紙

「子育て支援センタ一通信」を毎月 1回発行し¥

次の所で配布していますのでご利用くださ l¥0 

b配布場所 南部保育園・市役所保育課・保

健センタ-・図書館・創造館・産院・神川児

童センター・中央公民館・西部公民館・上野

が丘公民館・城南公民館・塩田公民館・川西

公民館

10.11. 7 
「
E
E

，J
4
E

・E

・-
4

・・・・
「
E
E
E
L
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午
後
零
時

ω分
1
9
時
(
日
曜
・

祝
日
は
休
館
日
で
す
)
マ
受
講
料

1
5
0
0
円
(
ほ
か
に
利
用
者
協

議
会
費
5
0
0
円
が
必
要
で
す
)

先
「
な
が
の
国
体
」
長
野
県
実
行

委
員
会
事
務
局
開
会
式
入
場
整
理
券

係
(
干

3
8
0
1
8
5
7
0長
野
県

教
育
委
員
会
事
務
局
体
育
課
内
・
回

0
2
6
1
2
3
2
1
0
1
1
1
・
困

4
4
7
1
1
4
4
7
3
)

マ
申
し

込
み
方
法
官
製
往
復
は
が
き
に

①
住
所
(
郵
便
番
号
)
②
氏
名

③
性
別

④
年
齢
⑤
連
絡
先
の
電

話
番
号
⑥
ご
家
族
で
の
観
覧
の
場

合
、
氏
名
・
年
齢
・

性
別

・
続
柄

⑦
駐
車
場
利
用
を
希
望
す
る
場
合
に

は
、
運
動
公
園
・
ア
ク
ア
パ
ル
の
別

を

記

入

マ

当

選

発

表

応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
を
行
い
当
選
者
に
は

入
場
整
理
券
を
発
送
し
ま
す
。

講座名 日時 料金 対象 定員

だれでも簡単/イ
11月7日(出

初級者 16名午後 1時30分 1500円
ンターネット入門

~3 時30分

今日から始める/11月 8日(日)
初級者験(ワ者ー) 16名ホームページ作成 午前10時 4000円
プロ経

セミナー ~午後4時

テジタルカメラ&
11月15日(日)

初級者 16名午後 1時30分 2000円
写真加工入門

~4 時30分

10.11. 1. 

※申し込み・問い合わせ…メ ディアランドUEDA(固@1000・困⑬1010
・e-mail: yuka@umic.ueda.nagano・jp)へ直接電話でとうぞ。

募集

「な
が
の
国
体
」
開
会
式

観
覧
希
望
者
募
集

メディアランドUEOAのセミナーへ/
.セミナ一日程表

な
が
の
国
体
長
野
県
実
行
委
員
会
事
務
局

(固
0
2
6
1
2
3
5ー

7
4
5
3
)

講座名 曜日 期間 回数 {疋:員ロ 材料費等

料理教室 木
11/26 

10回
男女 10回で

各9名 4000円

木彫り
月

11/30 
10回 16名

詳細は

教室 ホームへ

.勤労青少年ホーム11月開講講座日程表

来
年
1
月
幻
日
制
に
長
野
市
の

エ

ム
ウ
ェ
ー
ブ
で
行
わ
れ
る
「
な
が
の

国
体
」
(
第
日
回
国
民
体
育
大
会
冬

季
大
会
ス
ケ
ー
ト
競
技
会

・
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
)
開
会
式
の
観
覧

希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

マ
開
会
式
来
年
1
月
幻
日
制
午

前
8
時
(
開
門
。
入
場
締
め
切
り

8

時
日
分
)
i
m時
必
分
(
式
典
終
了
)

マ
申
し
込
み
期
限

日
月
初
日

(
当
日
消
印
有
効
)
マ
申
し
込
み

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

刊
月
開
講
講
底

※活動時間 ・午後 6 時30分~8 時30分

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
(固
⑫
7
1
1
7
)

マ
対
象
事
業
所
等
に
勤
務
の
お

歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年
マ
申
し
込

み

日
月
間
日
叩
l
同
口
日
例
に
、

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
(
消
防
本
部
前
)

へ
受
講
料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す

(固
⑫
7
1
1
7
)。
マ

受

付

時
間

区分
平7.5.1 平8.4.1 平9.4.1 平10.5.1 8年~10年 (参考)

(計画面床) (1年目) (昨日) (3年目) 言十 数値目標

一般行政 ;戚員

/ζ// / 三
ム19 ム13 ム17 ム49

/// / 
(議会・縦書・ 増員 4 8 4 16 

税務・福祉・ 差引 ム15 ム5 ム13 ム33 ム12
経済・土木) 職員数 702 687 682 669 669 690 

特別行政(教育) ;成員 ~ ム4 ム3 ム3 ム10
/// / 

公営企業等 増員
//// / 

7 12 9 28 

(病院・水道・下 差引 3 18 
水道等) 職員数 366 369 378 384 384 368 

減員

三/三/ 
ム23 ム16 ム20 ム59/ 

増員 11 20 13 44 / 
総職員数

差引 ム12 4 ム7
ム15

ム10
(ム150.0%)

職員数 1068 1056 1060 1053 1053 1053 

11.定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

上田市では¥職員の適正な定員管理を図るため¥職員数の計

画(定員適正化計画〉を定めています。その内容と実績は次の

とおりです。

①定員適正化の目標(数・率〉

平成8年度から平成12年度の 5年間で、下水道事業や高齢

者関係事務推進のために見込まれる63人の増員に対して¥事

務の見直し等により 73人の職員数を減員することとい全体

では10人 (1%)程度の減員を図る。

②定員適E化手法の概要

サンセッ ト方式-一期限の定められた事業に対しては¥事業終

了とともに定員のスクラ ップを行う O

民問委託・・・実施が可能な事務については、民間委託を推進す

る。

新規事業等への対応・・・原則として現行の職員の中で配置転換

等により対応する。

③平成8年から平成12年までの定員適正化計画と実職員数

(注)休職者及び消防職員を含み、臨時又は非常勤職員を除く 。

④実職員数の増減内訳の概要

(注1)数値目標欄は、平成8年から12年の5年間の職員の減員 ・増員計画です。
(注2)( )内の数値は、数値目標に対する進捗率です。

~ 
職員の 増減

実職員数
増減

定員計画 累計 累計

平7.5.1C基準日〉 1068 ~ 1068 ~ 
平8.4.1 1060 ム8 1056 ム12

平9.4.1 1063 ム5 1060 ム8

平10.5.1 1061 ム7 1053 ム15

平11.4.1 1060 ム8

平12.4.1 1058 ム10

3. 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況(1~年4月 1 日現在)

区分
一般行政職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

上田市 333，364円 377，287円 40.03歳

長野県 340，659円 413，067円 40.02歳

技能労務職

区分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

上田市 306，233円 335，991円 40.03歳

長野県 312，072円 352，668円 42.01歳



(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬額を含みます。

6. 一般行政職の級別職員数の状況 (9年 4月 1日現在)

2.職員給与費の状況 (一般会計予算)

(注)1 職員手当には退職手当を含みません。2.給与費は当初予算に計上された額です。

国の級 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 10級 11級 E十

市及 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 10級

比較的高度
高度の知識

1 課長補佐
1 課長・主幹

の知識経験
経験を必要

-副主幹
2 複雑困難 複雑困難な 複雑困難な

上 標準的な
主事 を必要とす

とする業務 主任
係長 2 複雑困難

な業務を行 業務を行う
部長

業務を行う

職務内容
技師 る業務を行

を行う主事
主査 な業務を行

うi話調左・ 課長・主幹
参事

部長・参事田 う主事・技 う係長・主

師
-技師

査
副主幹

市
職員数 2人 37人 136人 106人 119人 190人 57人 6人 9人 4人 666人

構成比 0.3% 5.6% 20.4% 15.9% 17.9% 28.5% 8.6% 0.9% 1.3% 0.6% 100% 

闘1年前の構成比 1.0% 6.6% 19.0% 13.3% 22.5% 25.5% 8.6% 1.1% 1.4% 1.0% 100% 

(注) 1.上田市の給与条例に基づく給料表の級別の職員数です。2.標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

7. 職員手当の状況

区州 上田市

甘目 I(10年度支給割合)
京| 期末手当 勤勉手当

手 | 月分 月分

当 16月期 1.6 0.6 
I 12月期 1.9 0.6 

勤 13月期 0.55 一
勉 | 計 4.05 1.2 
手|職制上の階級、職務の ー
ニゴ |級等による加算措置 刊

長野県

(10年度支給割合)
期末手当 勤勉手当

月分 月分

6月期 1.6 0.6 
12月期 1.9 0.6 
3月期 0.55 
E十 4.05 1.2 

職制上の階級、職務の
級等による加算措置

国

(10年度支給割合)
期末手当 勤勉手当

月分白 月分

6月期 1.6 0.6 
12月期 1.9 0.6 
3月期 0.55 
E十 4.05 1.2 

職制上の階級、職務の
有 |

級等による加算措置
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率

年

年

年

度

の

置

給

給

却

お

お

限

他

措

時

昇

支

続

続

続

高

の

算

職

別

(

勤

勤

勤

最

そ

加

退

特

退
職
手
当

区分 内容 国の制度と異なる内容

配偶者 16，000円

扶養手当
配偶者以外の扶養親族2人までそれぞれ

5，500円 同
その他の扶養親族1人につき 2，000円

借家又は借聞に居住し、 一定額を超える 自宅住居職員

住居手当 家賃等を支払っている職員及び自宅居住職
塁

一律 3，000円
員に支給されます。 (目新築1年までj川円、その後I，~附)

通勤のために交通機関等を利用してその 交通用具利用者の最

通勤手当 運賃等を負担することを常例とする職員に
里

高支給限度額

支給されます。 16，280円 (国20，900円)

8.支給期間短縮の状況 9. 特別職の報酬等の状況 (1~年 4 月 1 日現在)

区分 合計

職員数 (A) 810人

9 普通昇給期間 (12~

年度
24月)を短縮して昇

16人
給した職員数 (B)

比率 (B)/ (A) 2.0% 

区 給料月額等

料

市長 1，017，000円
助役 817，000円
収入役 717，000円

報酬
議 長 508，000円
副議長 444，000円
議員 414，000円

(平合中4ロ成 9年度支給割合)

期末手当

料月額x145/100 
×次の割合

市長 6月期 1.6月分
助役 12月期 1.9月分
収入役 3月期 0.5月分

計 4.0月分

(平報成酬9年度支給割合)
月額x145/100 
×次の割合

議 長 6月期 1.6月分
副議長 12月期 1.9月分
議 員 3月期 0.5月分

計 4.0月分

区分 全職種

職員全体に占める
46.0% 

手当支給職員の割合

特殊勤草
支給対象職員1人

45，717円
当たり平均支給年額

手当の種類 (手当数) 27種類

衛生検査技術手当、行

代書手な当 支柏額白書い手当
旅死病人取扱作業手当、

建設作業従事手当

多くの職員に支給 給食作業従事手当、

称2 されている手当 市税事務従事手当、

建設技術者従事手当

10.部門別職員の状況と主な増減理由(各年4月1日現在)

職員数 対前年
主な増減理由

平成9年 平成10年 増減数

議会 8 8 

総務 151 149 ム2退職者不補充他

税務 46 48 2 新規採用職員暫定配置分

民生 254 248 ム6社会福祉施設所管業務の委託化等
一般

衛生 58 60 2保健関係業務増等
行政

労働 7 
部門

農水 43 45 2 新規採用職員暫定配置分

商工 15 15 

土木 100 98 ム2公園管理業務委託化等

IN十 682 678 ム4

特別行政 教育 168 165 ム3学校給食業務非常勤化

部門 小計 168 165 ム3

普通会計計 850 843 ム7

病院 19 19 

水道 49 49 
公営企業

下水道 32 34 2 新規採用職員暫定配置分
会計部門

その他 22 22 

小計 122 124 2 

dEb 3 計 972 967 ム5
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らのお知らせ l 各ホール イベン卜案内 1 

.二の丸1-2 固@0762

開演時間l入場|問い合わせ1

iプラムブロッサム|
有料 |プロモーション

個目“33時81却)

セガワバレエ
アカデミー

(主催者の都合により変更する場合があります)

し

11/121梅沢武生劇団
関 i梅沢富美男特別公演

11/2Hセガワバレエアカデミー・
(土.) !ジュニアバレヱ団公演

上田市民会館
催月日

上回勺、止帥届リm官、
.自動交付機等休止

11月9日(月)、上田創造館の自動交付機、公共施設案内・予約シス

テムは、電気工事のため午前8時30分から午後5時まで休止します。

マ問い合わせ市民課(固@ 53 3 4) 

.上回創造館図書室の改修工事

11月10日(刈から来年 1月31日(日)まで、創造館図書室改修工事のた

め¥図書室・視聴覚室等3階全室が使用できません。

なお、来年 1月4日(月)から同31日(日)までの問は、 1階第2会議室

を「学習室」として午前9時から午後5時まで開放します。

マ問い合わせ上田創造館〈圃⑫ 11 1 1) 
1J冷却瀬川i瑛子
(防 1:コンサート・ツアー'98

上田市文化会館.材木町1-2-3

.上田原1640上田創造館
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度
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サンテラスホール
固@l3700東部町文化会館

真田町総合文化会館

職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

平
成
叩
年
度
1
月
一訓
練
生
募
集

長
野
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

(固
0
2
6
1
2
4
3
1
2
9
3
3
)

マ
訓
練
科
目
①
昼
間
コ

l
ス
・
:

テ
ク
ニ
カ
ル
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
、

電
気
設
備
科
、
ビ
ル
管
理
科
、
ビ
ジ

ネ
ス
・
ワ
l
ク
科
②
夜
間
コ
l
ス
・
:

テ
ク
ニ
カ
ル
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
、

電
気
設
備
科
マ
定
員
①
は
各
科

目
名
②
は
各
科
目
名
マ
訓
練
期
間

6
か
月
(
来
年
1
月
1
6月
)

マ
応
募
資
格
新
し
い
知
識
や
技
能

を
身
に
付
け
、
再
就
職
す
る
意
欲
の

あ
る
か
た
マ
費
用
無
料
(
教
科

書
代
等
自
己
負
担
)
マ
申
し
込
み

日
月
幻
日
働
ま
で
に
公
共
職
業
安

定
所
(
圃
⑫
8
6
0
9
)

へ

l 長野県音楽教育研究大会l1l21 1 
出|地元演奏(上iJ¥の幼稚園児・IJ¥

i学生・中学生・高校生の演奏)

iさてもオペラは面白い11/221 
(隠)'"1オペラ事件簿 5

iラストダンスを、あなたに

元気な野菜を地域に~環境保全型農業~
「環境保全型農業実証試験圃」を富士山地区(東山農地造成地内〉に設置しました。

環境保全型農業とは農業の良い面〈環境を守る機能〉を伸ばし¥悪い面〈多すぎる農薬の

使用等〉を減らして、畜産たい肥をベースにしながら生ごみを混ぜ合わせ、たい肥にして地

域の農地に還元し、元気な野菜を地域に流通させようとするものです。

・収穫祭開惇

この試験園で生育した「野沢菜JIチンゲン菜JI大根Jの収穫祭を行います。

ほ bとき 11 月 21 日(却(雨天の場合は22 日(日))午前10時~ t>ところ 塩田富士山地区試験

圃場 t>内容 野菜の直取リ販売、豚汁等の提供 t>持ち物 ドンブリとお箸¥包丁¥野菜

を縛るひも

圃環境保全型農業の愛称を募集

親しみやすく事業の内容が表現され

る愛称をお願いします。

t>応募 はがきに①ネーミング ② 

その理由と、住所、氏名、年齢、職業、

電話番号を明記のうえ11月30日(月)まで

〈当日消印有効〉に農林課愛称募集係

(干386-8601上田市役所〉へ bその

他採用されたネーミングは今後PR

に活用させていただきます。

上
回
市
で
一
喬
高
い
山

だ
い
り
ん
ぢ
ん

大
林
山
に
蛍
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?

農
林
課
(
圃
⑫
5
1
2
4
)

マ
と
き
日
月
日
日
嗣
マ
集
合

午
前
8
時
に
上
田
市
農
林
漁
業
体

験
実
習
館
(
愛
称
・
:
室
賀
温
泉
さ
さ

〈十

竺~ u日DA
¥¥'  

長野大学 /七 T五ご
---I ・工科

¥¥JU 

------三塁Jま
東山観光農園 子

ら
の
湯
)
駐
車
場
ヘ
マ
内
容
大

林
山

(
1
3
3
0
m
)
へ
の
登
山
と

森
林
観
察
マ
参
加
料

5
0
0
円

(
入
浴
料
含
む
)
マ
募
集
人
員

先
着
目
名
マ
持
ち
物
昼
食
、
水

筒
マ
申
し
込
み
農
林
課
林
務
係

へ

[14J 
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住宅需要実態調査にご協力ください
用地調整(固③8245)

建設省と長野県では、市町村の協力のもとに12月1目、全国各地

において「平成10年住宅需要実態調査」を行うこととしています。

この調査は住民の皆さんが、住宅について日ごろどのようにお考

えになっているかなどを調査するもので¥今後の住宅施策の重要な

資料となるものです。全国で約117]世帯を対象としていますが、長

野県においては、一定の抽出方法により無作為抽出した約5800
世帯に調査をお願いすることとなっています。 11月24日から12月7
日までの問、統計調査員証を持った調査員が¥対象となった世帯を

訪問すると同時に、周囲の住宅地等を調査しますので、ご協力をお

願l¥します。

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

• 

J 

お知らせ中
学
生
納
税
標
語
の

入
選
作
品
が
決
定
/

収
税
課
(
固
⑫
5
1
1
7
)

上
田
税
務
署
、
上
小
地
方
事
務
所
、

上
小
・
更
埴
租
税
教
育
推
進
協
議
会

と
市
で
、
税
金
の
役
割
と
期
限
内
納

税
の
重
要
性
を
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
市
内
中
学
3
年
生
を

中
心
に
税
に
関
す
る
標
語
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、

8
2
8
の
作
品
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
慎
重
に
審
査
し
た
結

果
、
ロ
名
の
か
た
の
作
品
が
入
選
し

ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

浦
野

上
青
木

平
井
寺

染
屋

新
屋

大
手
町

新
田

染
屋

秋
和

東
築
地

柳
沢

矢
沢

吉
田

材
木
町

三
好
町

舞
田

刊
一
田
中
お
か
ね

但
一
田
中
康
三

日

一

手

塚

俊

次

m
m
一
加
藤
長
江

町
一
間
島
銀
一
郎

幼

一

佐

藤

克

巳

幻

…

神

田

文

雄

刊
二
古
池
美
枝
子

総
一
大
沢
ひ
さ
し

円

一

成

津

甫

則

一

小

林

元

近

似
一
峯
村
か
つ
え

円

一

池

野

義

雅

幻

一

有

賀

洋

子

m

m

一

小

山

武

剖
一
大
島
シ
ヅ
カ

-
関
東
信
越
国
税
局
長
賞
優
秀

マ
消
費
税
小
さ
な
負
担
で
大
き
な
仕

事
(
関
谷
岳
史
・
三
中
)

-
上
国
税
務
署
長
賞

マ
消
費
税
僕
も
小
さ
な
納
税
者

(
清
水
宏
信
・
一
中
)
マ
幸
せ
の

あ
ふ
れ
る
街
は
納
税
か
ら
(
清
水
慎

子
・
二
中
)
マ
税
金
を
納
め
て
創

る
ぼ
く
の
町
(
貝
梅
光
樹
・
五
中
)

マ
税
金
に
た
く
す
未
来
の
国
ゃ
つ
く

り
(
太
田
香
奈
・
塩
田
中
)
マ
一

人
の
納
税
小
さ
い
け
れ
ど
み
ん
な
の

納
税
大
き
な
力
(
上
野
憲
一
・
六
中
)

田
上
小
地
方
事
務
所
長
賞

マ
税
金
で
く
ら
し
い
き
い
き
街
作

り
(
雫
田
健
次
・
一
中
)
マ
税
金

を
納
め
て
明
る
い
町
づ
く
り
(
伊
藤

直
美
・
二
中
)
マ
税
金
を
納
め
て

築
こ
う
住
み
良
い
く
ら
し
(
小
宮
山

上北 ;17 上伊上中下市
倉長室常下履桜 田 勢 御 小 小 吉 神 之 雇
升島賀田組問!台原山所島泉田畑条昨

同
一
小
宮
山
竜
聖

但

一

伊

藤

ハ

ル

η
…
南
波
直
幸

ね
い
藤
岡
さ
わ
子

同
一
遠
藤
き
く
よ

ね

一

黒

岩

正

子

日

一

花

岡

敦

子

同
一
滝
津
タ
ケ
ジ

幼
一
池
田
喜
美
子

引
い
西
津
は
る
い

均

一

今

井

正

子

制
一
中
津
み
つ
江

川
四
一
中
村
和
夫

“
一
川
合
婦
美
子

則
一
北
津
ま
す
の

肝

一

中

村

梅

子

み
す
ず
台
北

常
磐
町

下
之
郷

上
川
原
柳
町

保
野

下
吉
田

下
常
田

院
内

新
屋

奈
良
尾

新
田

大
屋

御
所

原
町

岡倉
升

〉
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泰
三
・
三
中
)
マ
幸
せ
は
あ
な
た

の
税
に
か
か
っ
て
る
(
小
林
め
ぐ
み
・

五
中
)
マ
税
金
で
築
い
て
い
こ
う

住
み
よ
い
郷
土
(
清
水
裕
美
・
塩
田

中
)
マ
税
金
を
納
め
て
す
み
よ
い

町
づ
く
り
(
横
田
健
太
郎
・
六
中
)

・
上
小
・
更
埴
租
税
教
育
推
進
協
議

会
長
賞
入
選

マ
税
金
で
支
え
合
っ
て
る
暮
ら
し

の
輪
(
内
堀
季
美
子
・
一
中
)
マ

税
金
は
い
つ
も
身
近
で
生
き
て
い
る

(
塩
入
康
平
・
二
中
)
マ
納
税
の

義
務
を
果
し
て
豊
か
な
く
ら
し
(
横

内
由
宇
・
三
中
)
マ
税
金
は
今
日

も
役
立
つ
人
の
た
め
(
竹
内
真
理
子
・

五
中
)
マ
税
金
は
福
祉
の
た
め
の

命
綱
(
上
原
亜
津
砂
・
塩
田
中
)

マ
税
金
を
正
し
く
知
っ
て
役
だ
て
よ

う
(
清
水
美
紀
・
六
中
)

-
上
田
市
長
賞

マ
税
金
で
明
る
い
未
来
の
お
手
伝

い
(
竹
内
香
奈
・

7
中
)
マ
税
金

は
国
の
活
力
エ
ネ
ル
ギ
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(
遠
山
繭

子
・
一
中
)
マ
税
金
で
作
る
明
日

と
住
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よ
い
く
ら
し
(
成
沢
達
弥
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一
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)
マ
納
税
で
住
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よ
い
町
と

明
る
い
未
来
(
金
井
悠
介
・
二
中
)

マ
生
か
し
ま
し
ょ
う
福
祉
の
未
来

に
税
金
を
(
高
橋
さ
や
か
・
三
中
)

マ
納
税
で
明
る
く
住
み
よ
い
町
守
つ

く
り
(
清
水
英
利
・
三
中
)
マ
税

金
で
こ
の
道
あ
の
橋
造
ら
れ
る
(
倉

島
亜
希
子
・
五
中
)
マ
税
金
は
明

日
の
日
本
の
大
黒
柱
(
菊
池
悠
太
・

一
内
久
根
恭
子

・
高
寺
知
恵
子

一

林

武

一
岩
瀬
寿
雄

(
9
月

届

け

出

分

・

敬

称

略

)

…

林

修

平

大

庭
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雄

東

前

山
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町
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尾

和

茂

高

田

ヨ
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島

π
…
香
坂
義
徳

村

居

良

雄

海

野

町

ω
∞
一
塩
入
ち
づ

鳥

羽

み

つ

子

上

堀

口

一

滝
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さ

子

上

原
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子

上

常

国
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一

栗

田

文

小

池

貞

治

郎

五

加

刊

一

宮

原

ち

よ

子

寺

谷

ヨ

シ
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倉

升

町

一

坂

口

正

英

国

子

わ

か

い

御

所

側

一

後

藤

利

害

時

小

林

克

音

大

屋

倒

一

矢

野

幸

一

白

川

キ

ク

エ

馬

場

町

昭

一

中

村

直

博

林

武

人

分

去

ω
い
高
橋
た
つ
み

五
中
)
マ
税
金
が
日
本
の
未
来
を

築
き
ま
す
(
佐
藤
有
里
・
塩
田
中
)

マ
税
金
を
お
さ
め
て
つ
く
ろ
う
住

み
よ
い
社
会
(
西
沢
美
幸
・
塩
田
中
)

マ
税
金
が
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く

り
だ
す
(
堀
内
香
織
・
六
中
)
マ

み
ん
な
の
税
明
る
い
社
会
明
る
い
未

来
(
西
津
み
ゆ
き
・
六
中
)

-
関
東
信
越
税
理
士
会
長
野
県
支
部

連
合
会
長
賞

マ
こ
の
道
路
み
ん
な
の
税
で
で
き
て

い
る
(
小
宮
山
庄
子
・
五
中
)

-
関
東
信
越
税
理
士
会
上
田
支
部
長

骨
一
見マ

税
金
は
明
る
い
未
来
の
第
一
歩

(
永
井
駿
・
塩
田
中
)

法
人
土
地
基
本
閥
査
・

法
人
建
物
鵠
査
に
ご
協
力
を

長
野
県
企
画
局
土
地
対
策
課

(固
0
2
6
2
3
5
1
7
0
2
5
)

日
月
に
全
国
で
「
法
人
土
地
基
本

調
査
お
よ
び
法
人
建
物
調
査
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
全
国
の

約
羽
万
の
法
人
を
対
象
に
、
土
地
の

所
有
や
利
用
の
状
況
、
建
物
の
現
況

な
ど
に
つ
い
て
調
査
す
る
も
の
で
、

そ
の
結
果
は
統
計
資
料
と
し
て
公
表

さ
れ
る
ほ
か
、
土
地
対
策
の
立
案
の

た
め
の
基
礎
資
料
な
ど
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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『
休
日
・
夜
間
の
医
療
情
報
』

は
上
田
中
央
消
防
署
(
固
⑧
0
1
1
9
7
上
回
南
部
消
防
署
(
固
⑩
0
1
1
9
)
ヘ
問
い
合
わ
せ
を
。
診
察
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

.中央公民館生涯学習市民大学

「これからの生き方講座J公開講座
年をとるのは自然なことですが、不安を感じている

人も多いのではないでしょうか0- 自分自身の心と体の

これからを、いっしょに考えてみませんか。

bとき 11月14日(土)午後1時30分'"'"'3時 bところ

中央公民館大会議室 [>講演 「ぼけてたまるか.ノ

21世紀の正しい老い方老後の大盲点JC講師…湘南

長寿病院院長・フレディ松川さん〉 じ>入場 無料

じ>問い合わせ 中央公民館(圃⑫0760)

II ~地域学講座 ・わがまち上田J
介護保険を考えよう/

平成12年4月からスタートする介護保険。制度の内

容を聞き、みんなで考えましょう O

bとき 11月11日(水)午後7時'"'"'8時30分 bところ

中央公民館第一会議室 じ>内容 『上田市の介護保

険JC講師…健康推進課職員) じ>受講料 無料 b 
申し込み 事前に中央公民館(固⑫0760)に申し

込みをしてください(受付時間…平日の午前9時~午

後5時。電話も可)。当日参加もできます。

ド
健康推進課(固⑫8叫 l 

-お年寄りの「ぼけ」についての相談会

ご家庭で痴ほう老人のお世話に困っているかた、

うぞお出かけください。

bとき 11月27日(金)午後1時30分'"'"'4時30分 じ>人

数 3名まで じ>相談担当 国立小諸療養所副婦長・

堀内静子さん じ>問い合わせ 中央デイサービスセン

ター ClIED⑫4126) [>テレホンガイドうえだ関連

情報固@8888コード'No.41 3・414

ど

.7レディ松川さん

昭和21年京都市生れ。 “ぽけない人"で

あるための生活と健康問題をわかりやすく

説く医学博士。老人性痴ほうについての研

究を重ね、常日ごろからの生活のありかた

や健康法、またその介護問題などについて

講演活動を行う。

「徹子の部屋JIスペース JJなど TV

にも多数出演。著書に「今からわかるボケ

る人ボケない人JI老後の大盲点、JI死に方

の上手な人下手なひと」など多数。

.ニ種混合(ジフテリア・破傷風)予防接種

じ>対象者 I期初回:①三種混合予防接種の対象者

(平成9年5月1日~同年12月31日生まれ〉で、百日

せきにかかったお子さん。②平成9年4月30日以前の

出生で、百日せきにかかったお子さん(ただし 7歳 6

か月未満) 1期追加:三種混合の I期初回を 2回接

種したお子さん じ>接種方法 I期初回 :4'"'"'6週間

隔で2回接種 I期追加 1期初回接種後12'"'"'18か月

の聞に 1回接種(※初回 1回しか接種していないお子

さんは、今年2回接種してくださしす じ>受付時間

午後 1時30分'"'"'2時10分じ>注意事項①予診票は、

会場で記入してくださし 1。②体温は接種会場で測定し

てください。③治療中または経過をみている病気があ

る場合には、主治医に前もって相談し、診断書または

意見書をもらってください(当日の接種医が参考に し

て接種の可否を決めますので接種できない場合もあり

ます)0[>テレホンガイドうえだ関連情報 固⑧ 88

88コード、Nα508

・ニ種混合予防接種目程表

接種目

1回目 ---r2回目

[16J 

対象地区

上回全地区

10.11.1 

t易ぷ』、
コ::;;:

保健センター
(市役所南庁舎2階)

-風しん予防接種
じ>対象者 ①平成8年9月1日~周年4月30日生ま

れのお子さん。②平成4年10月1日~平成8年8月31

日生まれで未接種のお子さんO じ>実施期間 12月 1

日ω'"'"'12月29日げ() じ>実施場所 別表委託医療機関。

必ず事前に電話予約をしてからお出かけくださ li。接

種料金は無料です。 じ>持ち物 母子健康手帳(持参

しないと受けられません)、体温計 じ>注意事項 ① 

予診票は委託医療機関にあるものを使用してください。

②体温は接種の直前に医療機関で測りますので、お手

数でも体温計をご持参ください。[>テレホンガイド

うえだ関連情報 固⑫ 8888コード、NO.506
※①の対象者にはハガキの通知がでます0

.風しん予防接種委託医療機関一覧表(50音順)

医療機関名(自治会名) 電話 医療機関名(自治会名) 電話

葦沢内科医院(下吉田) 35-3330 杉山クリニック(新田) 26-8200 

荒井医院(下紺屋町) 22-0474 諏訪形クリニック(諏訪形) 25-5556 

飯島医院(築地) 22-5011 豊田医院(下紺屋町) 22-1158 

池田クリニック(川辺町) 22-5041 日新堂医院(馬場町) 22-0558 

い内科クリニック(野竹) 21-3737 橋本医院(舞田) 38-2033 

上回生協診療所(上塩尻〉 23-0199 半田循環器科内科医院(中之案。 28-0888 

よ田原クリニック(川辺町) 26-3511 堀こどもクリニック(中之鈴 23-5566 

川西生協診療所(仁古田) 31-1411 松尾内科小児科医院(下常国) 22-1355 

川西病院(保野) 38-2811 三原内科医院(中之条) 27-6500 

かんがわクリニック(久保林) 34-5151 宮坂内科小児科医院(下常田) 22-0759 

小井土内科医院(下')11原柳町) 27-6666 宮下内科小児科医院は堀) 22-1233 

甲田内科小児科診厩月(目前 38-3065 村上医院(末広町) 22-3740 

こさとクリニック(染屋) 28-4111 室賀診療所(上室賀) 31-1070 

小松内科1m環器科医院(上川原柳町 27-2200 柳沢病院(北大手) 22-0109 

斉藤外科医院(下青木) 35-0887 山極内科医院(別所) 38-7388 

ささき小児科医院(城北) 27-7700 山越医院(国分) 26-5800 

佐藤医院(五加) 38-2543 山田内科医院(下之郷) 26-8181 

佐藤間腸科内科医院(鷹匠町) 22-2342 吉田こども医院(踏入) 24-1222 

塩田病院(中野) 38-2221 和方内科(塩田新町) 38-2540 

城南医院(御所) 22-3481 
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